
飯田市消防技術大会 
しぶきを上げて倒れる火点 
会場に張りつめる緊張感 
地域を支える活動が 
若い力を育んでいる 
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竜
東
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
は
、
県
営
中
山
間
総
合

整
備
事
業
に
よ
り
、
長
野
県
が
整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
、
そ
の
第
１
期
整
備
が
完
了
し
、
10
月
か
ら
一
部
供
用
を

開
始
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
後
は
整
備
工
事
が
完
了
し
た
地
域
か
ら
順
次
、
供

用
開
始
し
て
い
く
予
定
で
す
。
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
完
成
し
た

施
設
は
、
飯
田
市
が
譲
り
受
け
、
管
理
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は 

＊お申し込み先は　㈱飯田ケーブルテレビとなります。 
＊お申込コースは、通信速度により5つのコースからお選びいただけます。 
＊インターネットご加入時に宅内工事費用15,750円が必要です。 
　基本工事は、保安器からケーブルモデムまでの露出配線工事です。 
　　　　　　　　　　　　　　■問合せ　㈱飯田ケーブルテレビ　1（52）5406

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

〜
１０
月
か
ら
一
部
供
用
開
始
〜 

　
映
像
や
音
声
を
光
・
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
を
通
じ
て
各
ご
家
庭
ま

で
届
け
る
「
有
線
テ
レ
ビ
」
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
は
、

テ
レ
ビ
の
ほ
か
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の

通
信
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
放
送
と
通
信
の
両
方
の

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
全
市
展

開
す
る
こ
と
で
、
映
像
情
報
や

通
信
利
用
環
境
の
地
域
較
差
の

解
消
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
竜
東
地
区
は
、
テ
レ
ビ

が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
地
域
が

多
く
存
在
し
て
い
る
た
め
、
難

視
聴
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の

有
効
な
方
法
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。 

整
備
す
る
目
的 

受信設備1台 

3,150円 使用料金（月額） 

受信設備2台目以降 

＋1,575円ずつ 

加入料金 
（県営事業期間中） 
34,650円 
45,150円 

普通受信設備（注1） 
特定受信設備（注2） 

加入料金 
（県営事業終了後） 
55,650円 
66,150円 

（注1）普通受信設備…アナログ・デジタル両放送受信 
（注2）特定受信設備…デジタル放送受信（ハイビジョンテレビ用） 
※加入後、受信設備を普通→特定に変更する場合、＋24,150円必要。 
※宅内工事費は、別途必要。（基本工事17,000円程度） 

※有料オプションチャンネルは別途お申し込みください。 

料金区分 
加入区分 

市
か
ら
の
情
報
発
信 

竜東ケーブルテレビ料金表 

ケーブルインターネットのお申し込み 

竜
東
地
区 

　
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
も
衛
星
放
送
や
デ

ジ
タ
ル
放
送
と
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
の
情
報
媒
体
は
、
め
ま

ぐ
る
し
く
進
化
、
多
様
化
し
て

い
ま
す
。 

　
今
後
も
市
で
は
、「
広
報
い
い

だ
」
を
は
じ
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
情
報
発
信

し
て
い
き
ま
す
。 

　
よ
り
便
利
に
、
よ
り
身
近
な

情
報
を
お
届
け
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
づ
く

り
か
ら
、
交
流
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

［広報いいだ］2005.8.1 � 
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（エリア１） 
千代　　法全寺 
　　　　山中 

（エリア２） 
下久堅　下虎岩 
　　　　　北原 
　　　　　亀平 
　　　　　原の平 
　　　　　中組 
　　　　　南の組(一部) 
　　　　知久平 
　　　　　三石(一部)

（エリア３） 
下久堅　小林(一部) 
　　　　柿野沢 
　　　　　柿野沢南 
　　　　稲葉 
上久堅　大鹿 
　　　　堂平(一部) 
龍江　　尾科(一部) 
　　　　大屋敷 
千代　　田力(一部)

（エリア４） 
龍江　　上城上･中･下 
　　　　船渡北･南 
　　　　第一 
　　　　成田 
　　　　御庵 
　　　　新地 
　　　　田中上･下 
　　　　一本木 
　　　　細新(一部) 
　　　　羽入田(一部)

（エリア５） 
龍江　　細新(一部) 
　　　　羽入田(一部) 
　　　　中央 
　　　　更生(一部) 
　　　　太田上･下 
　　　　中原 
　　　　宮の平 
　　　　芦の口 
　　　　大平 
　　　　椚平 
　　　　堀廻 
　　　　安戸(一部)

（エリア６） 
上久堅　原平 
　　　　中宮 
　　　　下平 
　　　　上平 
　　　　風張 
　　　　堂平(一部) 
　　　　越久保 
　　　　森 
　　　　小野子(一部)

（エリア７） 
千代　　田力(一部) 
　　　　芋平(一部) 
上久堅　落倉 
　　　　平栗 
　　　　小野子(一部) 
　　　　蛇沼 

（エリア８） 
千代　　米川 
　　　　芋平(一部) 
　　　　野池(一部) 
　　　　大郡(一部) 
　　　　荻坪 
　　　　田力(一部)

（エリア９） 
千代　　大郡(一部) 
　　　　米峰 
　　　　毛呂窪 
　　　　八ノ倉 
　　　　下村(一部)

（エリア10） 
龍江　　羽入田(一部) 
　　　　更生(一部) 
　　　　安戸(一部) 
　　　　尾林下・中・上・南 
　　　　宮沢 
　　　　雲母 
　　　　尾科(一部) 
千代　　下村(一部)

（エリア11） 
下久堅　虎岩 
　　　　　滝平 
　　　　　中田 
　　　　　嵯峨坂 
　　　　　大虎(一部) 
　　　　柿野沢 
　　　　　柿野沢 
　　　　　牧野内 
　　　　　角領 
　　　　下虎岩 
　　　　　南の組(一部)

（エリア12） 
下久堅　知久平 
　　　　　主膳 
　　　　　三石(一部) 
　　　　　舟渡 
　　　　　高塚 
　　　　　宮本(一部) 
　　　　　宮の平(一部) 
　　　　　内御堂 
　　　　　山越 

（エリア13） 
千代　　野池(一部)

（エリア14） 
下久堅　南原 
　　　　　南原 
　　　　　中平 
　　　　　宮の平 
　　　　　中五 
　　　　知久平 
　　　　　宮本(一部) 
　　　　　宮の平(一部) 
　　　　小林(一部)

（エリア15） 
下久堅　虎岩 
　　　　　大虎(一部) 
　　　　　暁 
　　　　　洞 
　　　　　長久保 
　　　　　堤田 
　　　　　目名振 

今
後
の
整
備
予
定 

エリア１ 

エリア２ 

エリア３ エリア４ 

エリア５ 

エリア６ 

エリア７ 

エリア８ 
エリア９ 

エリア10

エリア11

エリア12

エリア13

エリア14

エリア15

竜東地区 

■問合せ　情報推進課　情報システム係　1（22）4511　内線2228

　
現
在
、
左
図
の
よ
う
に
竜
東

地
区
を
15
エ
リ
ア
に
区
分
け
し
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
第
1
期
整
備
と
し
て
、
10
月

か
ら
2
区
画
で
供
用
開
始
、
引

き
続
き
本
年
度
5
区
画
で
整
備

工
事
を
行
い
、
残
り
8
区
画
は

県
の
事
業
計
画
に
よ
り
順
次
、

整
備
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
今
後
、
工
事
の
進
捗
状
況
に

あ
わ
せ
て
各
地
区
へ
お
伺
い
し
、

説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。 

　
大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

10月放送開始地域 

平成17年度 
整備工事予定地域 

平成18年度 
整備工事予定地域 

天
竜
川 

竜西地区 
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　7月11日、鼎公民館で開催。牧野市長はあいさつの中、

人材の育成は地域の自立に不可欠と強調。続いて6人の

パネリストがそれぞれの見解を表明し、参加者からも活発に

意見が出されました。今後も、高校の役割を検証し、次世代

をどう育てていくべきか、検討を進めなければなりません。 

　7月7日、飯田女子短期大学看護科

の学生約70人を対象に、市立病院医

師11人、看護師3人、救急隊員4人が

講師を務め、一次救命処置（ＢＬＳ）と

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の講習

会を行いました。 

　学生たちは、意識不明者の発見から

救急車の依頼、人工呼吸や心臓マッサ

ージ、ＡＥＤの使用など、より実践に近い

実技に真剣に取り組んでいました。 

　7月21日、友好交流に関する協定を締結。大学の

人的ネットワークを通じて、アジア地域との経済交流の

可能性を探り、また、多くの人々の視点を通じて当地

域の資源を見直し活用する取り組みを進めます。 

救命処置を学び、いかす 

 

ＢＬＳ・ＡＥＤ講習会 

立命館アジア太平洋大学と 

友好交流協定調印式 

電気ショックにより心臓機能をよみがえらせるＡＥＤ実習 

牧野市長が4つの視点を提示 

人工呼吸を確認する学生たち 

握手を交わすモンテ・カセム学長、牧野市長、熊谷議長 
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　7月14日、旭ヶ丘中学校の1年生

224人が、学区の伊賀良・山本の両地

区を中心に、54軒の農家に分かれ農

作業に汗を流しました。 

　この日、飯田西中学校でも、1年生

88人が千代地区を訪れ、農業体験と

市内の中学校では初となる農家ホー

ムステイを行いました。 

　各農家では、笑顔と飯田の子どもた

ちへの愛情があふれていました。 

　7月11日、かわじ土地管理組合、ケフィア・アグリ㈱が

土地賃貸借契約を締結。これに先立ち、飯田市、土地

管理組合、ケフィアグループがパートナーシップ宣言を

行い、地域に根ざした産業振興が確認されました。 

地域における高校の役割は 天竜峡エコバレー産業ゾーン 

企業立地第１号調印式 

高校改革シンポジウム 

旭ヶ丘中が農業体験学習 

西中は千代地区で民泊交流 

挿し木の作業をする旭ヶ丘中の生徒たち 

放牧用の柵を作る飯田西中の生徒たち 

左から鏑木ケフィアグループ代表、牧野市長、吉川組合長 

6人のパネリストが意見を表明 



　
前
回
の
分
娩
が
何
ら
か
の
理
由

で
帝
王
切
開
と
な
っ
た
人
が
、
次

の
妊
娠
の
時
に
ど
の
よ
う
な
方
法

で
分
娩
を
す
る
の
か
。
こ
れ
は
産

婦
人
科
外
来
で
わ
れ
わ
れ
産
婦

人
科
医
と
妊
婦
さ
ん
の
間
で
よ

く
行
う
相
談
で
す
。
前
回
の
帝

王
切
開
術
の
理
由
が
お
母
さ
ん
の

骨
盤
が
狭
く
て
赤
ち
ゃ
ん
が
通
ら

な
い
、
と
い
っ
た
理
由
で
あ
れ
ば

今
回
も
状
況
は
同
じ
で
す
の
で
、

帝
王
切
開
術
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
前
回
が
骨
盤
位
（
逆
子
）

で
あ
っ
た
、
或
い
は
双
子
で
あ
っ
た

と
い
う
場
合
、
今
回
が
問
題
な
く

経
過
し
て
い
る
と
分
娩
方
法
を

悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

　
こ
こ
で
出
て
く
る
の
が
「
帝
王

切
開
術
後
の
経
膣
分
娩
（
Ｖ
Ｂ
Ａ

Ｃ
）」
と
い
う
考
え
で
す
。
日
本

だ
け
で
な
く
欧
米
で
も
増
え
続

け
る
帝
王
切
開
術
、
そ
れ
に
伴

う
医
療
費
の
増
大
を
抑
制
す
る

た
め
に
、一
度
帝
王
切
開
を
し
た

人
で
も
積
極
的
に
経
膣
分
娩
を

行
っ
て
い
く
政
策
が
と
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、一
方
で
問
題
と

な
る
こ
と
が
時
々
起
こ
り
ま
す
。

そ
れ
は
子
宮
破
裂
で
す
。 

　
通
常
の
経
膣
分
娩
で
も
子
宮

破
裂
の
危
険
は
あ
り
、
頻
度
は

０
・
０
５
〜
０
・
１
％
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、Ｖ
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
場
合
に

は
、
０
・
２
〜
１
・
５
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
分
娩
中
に
子
宮
破
裂
が

起
こ
る
と
、
母
親
は
大
量
出
血
の

た
め
に
輸
血
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
開
腹
術
を
行
い
、
裂
け

た
部
分
の
縫
合
や
場
合
に
よ
り

子
宮
の
摘
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
母
体
死
亡
と
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し

て
は
、
胎
児
仮
死
か
ら
重
度
の
精

神
発
達
障
害
な
ど
の
後
遺
症
が

残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
胎

児
死
亡
や
、
新
生
児
死
亡
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
子
宮
破
裂
を
予
知
す
る
分
娩

管
理
中
の
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
異
常
が
出
現
し
て
か
ら
17
分

以
内
に
赤
ち
ゃ
ん
を
出
し
て
あ
げ

れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
の
経
過
は
良
好

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
そ

れ
を
行
う
に
は
十
分
な
ス
タ
ッ
フ

と
設
備
が
整
っ
て
い
て
も
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。 

　
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
帝
王
切

開
術
も
決
し
て
安
全
な
手
術
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
血
、
周
囲
臓

器
の
損
傷
、
術
後
感
染
症
、
術
後

腸
閉
塞
な
ど
の
合
併
症
、
さ
ら
に

血
栓
塞
栓
症
に
よ
る
肺
塞
栓
は

命
に
か
か
わ
る
重
大
な
合
併
症

で
す
。 

　
当
院
で
は
、
過
去
に
帝
王
切

開
術
を
行
っ
て
い
る
妊
婦
さ
ん
に

対
し
て
、
Ｖ
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
利
点
と
リ

ス
ク
を
ご
家
族
に
も
十
分
に
説

明
し
、
最
終
的
に
妊
婦
さ
ん
自

身
に
分
娩
方
法
を
決
定
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

市立病院　産婦人科 
松原  直 樹　 医師 

帝
王
切
開
術
後
の
経
膣
分
娩（
Ｖ
Ｂ
Ａ
Ｃ
） 

産
科
救
急
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
１ 

　
先
日
、
こ
の
10
月
の
日
独

地
域
国
際
化
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に

向
け
て
実
行
委
員
会
の
立
ち

上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
若
い

世
代
を
中
心
に
市
民
公
募
の

実
行
委
員
が
20
人
以
上
集
ま

り
、
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
ド

イ
ツ
の
地
域
づ
く
り
へ
の
関
心

の
高
さ
の
背
景
に
は
、
ド
イ

ツ
を
含
め
た
欧
州
の
情
報
が

日
本
に
入
り
に
く
い
事
情
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
一
つ
は
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が

十
分
機
能
し
て
い
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
欧
州
に

お
い
て
は
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ

の
多
く
は
デ
ス
ク
を
ロ
ン
ド
ン

に
置
い
て
い
て
、
普
段
は
英

文
情
報
か
ら
し
か
大
陸
欧
州

の
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
当
然

英
国
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
か
か
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
ド
イ
ツ
や

フ
ラ
ン
ス
な
ど
大
陸
欧
州
か

ら
の
生
の
情
報
は
十
分
伝
わ

ら
な
い
よ
う
で
す
。 

　
も
う
一つ
は
日
本
の
多
く
の

研
究
者
の
関
心
が
主
に
米
国

や
ア
ジ
ア
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
主

要
大
学
に
は
日
本
セ
ン
タ
ー

や
日
本
学
科
が
設
置
さ
れ
、

政
治
、
経
済
、
歴
史
、
文
化

な
ど
、
こ
ち
ら
が
驚
く
ほ
ど

盛
ん
に
日
本
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
が
、
こ

う
し
た
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
を
少

し
で
も
補
い
、
飯
田
市
と
ド

イ
ツ
の
地
域
に
共
通
し
た
問

題
点
を
議
論
し
合
っ
て
解
決

を
図
っ
て
い
く
契
機
に
な
れ
ば
、

と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
8
　
日
独
地
域
国
際
化
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会 
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
柔
道
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

て
、
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。 

　
柔
道
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ

ん
け
い
古
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
人
に
な
っ
た

ら
け
い
さ
つ
官
に
な
り
、
強
く
な
る
た
め
に
、
柔
道
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。 

　
今
で
も
、
つ
ら
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
て
い

く
う
ち
に
、
柔
道
が
楽
し
く
、
そ
し
て
い
つ
か
「
や
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
な
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。 

将
来
の
夢 

森のかみしばい劇場 

　飯田市には、登録読み聞かせボラン
ティア団体が、８グループあり約80人
の方が飯田下伊那で、絵本の読み聞か
せや紙芝居をして活動しています。 
　絵本の読み聞かせを中心にプログラ
ムを立てていますが、お楽しみとして
紙芝居も人気があります。紙芝居は、
世界に誇る日本文化の１つと思いま
す。紙芝居を見る子ども達は舞台を食
い入るように見つめ、お話しに耳を傾
けるその表情はとても真剣で時には
笑ったり一緒に呼び掛けたり、画面に

さわって食べる真似をしたり絵本とは
違った舞台の中の世界を広げます。 
　去る７月10日に、かざこし子どもの
森公園で行われた森のかみしばい劇場
も紙芝居をまる一日実演して楽しんで
もらおうと計画、150人を越える入場
者となり読み手も嬉しい思いをしまし
た。森のかみしばい劇場は、昨年いい
だ人形劇フェスタに参加した個々の読
み聞かせグループが本年度実行委員会
を立ち上げ、紙芝居の研鑚・発表の場
として、かざこし子どもの森公園を会
場に今後も活動していきたいと思いま 
す。今年も、いいだ人形劇フェスタへ 
の参加に向け練習を積んでいます。 

実行委員長 

田中澄子 さん 

感動したこと 
藤瀬和美さん（上郷） 

毎月市民の皆さんに、 

1. 私の健康法 
2. 感動したこと 
3. 今がんばっていること 
4. まちづくりへの提言  
４つの項目の中から選んで
語っていただき、 
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。 
次はあなたの番かも・・・ 

か とう まさ や 

加藤雅也 さん 
（座光寺小６年） 

先月の大宮葉子 さん（橋北）からのリレー た　なか すみ　こ 

ふじ せ かず み 

� 2005.8.1［広報いいだ］ 
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※
8
月
15
日
号
は
休
刊
で
す
 

　
市
観
光
課
は
、
天
竜
峡
再
生

計
画
の
策
定
な
ど
、
天
竜
峡
一

帯
の
観
光
事
業
の
振
興
対
策
、

地
域
と
の
連
携
業
務
を
目
的
と

し
て
、
天
竜
峡
事
務
所
を
開
設

し
ま
す
。
２
人
程
度
の
職
員
が

駐
在
し
、
事
務
を
行
い
ま
す
。 

▼
開
設
日
 

　
８
月
１０
日
d
 

▼
開
設
場
所
 

　
飯
田
市
龍
江
７
０
８
７
 

　（
あ
ざ
れ
あ
農
産
物
直
売
所

　
内
） 

　
1（
２
７
）
４
０
１
１
 

※
従
来
ど
お
り
に
本
庁
で
の
観

　
光
課
の
業
務
も
行
い
ま
す
。 

　
観
光
課
に
ご
用
の
際
は
本
庁

　
舎
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ
 

　
観
光
課
　
観
光
係
 

　
内
線
３
６
１
３
 

　
４
月
以
降
、
油
類
が
河
川
や

水
路
に
流
入
す
る
事
故
が
多
発

し
、
苦
情
や
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
油
が
河
川
な
ど
に
流
れ
る
と
、

火
災
の
原
因
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
下
流
の
水
田
や
漁
業
に

損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
油
を
流

し
た
人
が
損
害
の
補
償
を
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
燃
料
、
廃
油
な
ど
、
油
類
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
法
令
を

守
る
ほ
か
、
河
川
、
水
路
な
ど
に

流
入
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
合
せ
 

○
環
境
課
　
環
境
政
策
係
 

　
内
線
５
２
４
６
 

○
下
伊
那
地
方
事
務
所
 

　
生
活
環
境
課
　
 

　
1（
５
３
）
０
４
３
４
 

○
飯
田
広
域
消
防
本
部
　
 

　
予
防
課
　
危
険
物
係
　
 

　
1（
２
３
）
６
０
０
２
 

　
個
人
、
組
合
な
ど
で
造
っ
た

旧
防
空
壕
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
し
て
い
ま
す
。
旧
防
空

壕
の
所
在
に
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
調
査
は
、
４
月
に
鹿
児

　
島
県
で
発
生
し
た
痛
ま
し
い

　
事
故
を
受
け
、
全
国
一
斉
に

　
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

　
す
。
農
業
用
の
む
ろ
、
ほ
ら

　
あ
な
、
洞
窟
は
対
象
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。 

▼
連
絡
・
問
合
せ
 

　
管
理
計
画
課
　
調
査
計
画
係
 

　
内
線
２
７
４
３
 

観
光
課 

天
竜
峡
事
務
所
開
設 

旧
防
空
壕
の
情
報
を 

お
寄
せ
く
だ
さ
い 

ク
マ
に 

出
会
わ
な
い
た
め
に 

　
９
月
４
日
a
に
は
、
飯
田
市

地
震
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
各
地
区
で
実
施
さ
れ
る
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
 

し
ょ
う
。 

○
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
 

○
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

　
ち
で
守
る
 

▼
問
合
せ
 

　
危
機
管
理
部
 

　
内
線
４
４
７
２
 

　
例
年
８
月
以
降
は
、
市
内
山

沿
い
の
果
樹
園
で
ク
マ
に
よ
る

被
害
が
発
生
し
た
り
、
ク
マ
の

出
没
が
特
に
多
く
な
る
時
期
で

す
。 

　
ク
マ
は
人
間
の
気
配
を
感
じ

る
と
姿
を
隠
し
逃
げ
る
も
の
で

す
が
、
出
会
い
頭
の
場
合
に
は

驚
い
て
攻
撃
（
威
嚇
行
動
）
し

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と
 

　
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り
、
釣
り
な

　
ど
、
山
に
入
る
と
き
や
、
山

　
沿
い
を
歩
く
と
き
は
、
次
の

　
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
特
に
注

　
意
す
る
 

○
な
る
べ
く
単
独
行
動
は
避
け
 

　
る
 

○
大
き
く
て
高
い
音
が
出
る
鈴

　
や
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
鳴
り
物

　
を
携
帯
す
る
 

○
子
グ
マ
を
見
つ
け
て
も
、
近

　
く
に
母
グ
マ
が
い
る
可
能
性

　
が
高
く
大
変
危
険
な
た
め
、

　
絶
対
に
近
づ
か
な
い
 

※
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
の
食
べ
物

　
の
く
ず
を
そ
の
場
に
捨
て
た

　
り
、
不
要
な
農
作
物
を
放
置

　
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
ク
マ

　
を
人
里
へ
呼
び
寄
せ
て
し
ま

　
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
食

　
料
に
な
る
も
の
を
放
置
し
た

　
り
、
山
に
捨
て
た
り
し
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
せ
 

　
林
務
課
 

　
内
線
３
５
３
７
 

防
災
訓
練
に 

参
加
し
ま
し
ょ
う 

油
漏
れ
事
故
に 

ご
注
意
を 

ご
う 
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○○○○○○ 
商店商店 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
対
応
窓

口
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
個
人
住
宅
や
事
業
所
な
ど
の

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
左
表
の
と
お
り
設
置

し
ま
し
た
。 

▼
問
合
せ
 

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係
 

　
内
線
５
２
４
６
 

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連 

相
談
窓
口
を
設
置 

1 市役所への電話の掛け方 
　
図
書
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
名
作
映
画
の
上
映
を
行

い
ま
す
。 

▼
日
時
　
９
月
３
日
g
 

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
 

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
 

▼
上
映
内
容
　
　
　
　
　
 

　
い
ま
甦
る
、
あ
の
青
春
時
代

　
―
日
活
青
春
映
画
の
傑
作
―
 

○
「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」 

　
主
演
…
吉
永
小
百
合
 

○
「
け
ん
か
え
れ
じ
い
」 

　
主
演
…
高
橋
英
樹
 

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
 

　（
チ
ケ
ッ
ト
は
中
央
・
鼎
・
上

　
郷
各
図
書
館
で
販
売
中
） 

▼
問
合
せ
 

　
中
央
図
書
館
 

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
 

な
つ
か
し
名
画 

ト
ク
ト
ク
祭
り 

に
電
話
し
ま
す 

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
4
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。 

市
役
所
の
担
当
部
署
に 

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。 

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。 

建築、建材に関する相談に
ついて 

建築課 
内線2751

下伊那地方事務所建築課
1（53）0433

下伊那地方事務所生活環境課
1（53）0434

飯田保健所予防課 
1（53）0444

飯田消費生活センター 
1（24）8058

環境課 
内線5246

保健課 
内線5515
男女共同参画課 
内線5352

アスベスト検査について 

健康相談について 

アスベスト問題に便乗した
悪徳リフォームについて 

飯田市の対応窓口　1(22）4511 県の対応窓口 

■問合せ　環境課　環境政策係　1（22）4511　内線5246

－エスコの仕組みを紹介します－ 
「省エネ商店街」を広めよう！ 「省エネ商店街」を広めよう！ 「省エネ商店街」を広めよう！ 「省エネ商店街」を広めよう！ 

　市では、「環境と経済の好循環のまちモデル事業」の一つとして、通称「商店街エスコ」を推進します。
エスコ（ＥＳＣＯ：Energy　Service　Company）とは、省エネ設備を付けたり、断熱工事をしたりして、
エネルギーに係るコストを削減するサービスです。 
　「商店街エスコ」では、民間と行政のパートナーシップ型の環境公益事業として、地元のエスコ事業者が
取り組みます。地域ぐるみでエスコすることにより、地球温暖化の防止につながるのはもちろんのこと、イメ
ージアップによる地元の経済活性化も期待できます。 

エスコの流れ 

削減により得た利益は、①商店自身の利益、②初
期投資の返還③エスコ事業者の費用に分配されます。
商店は初期投資ゼロでコストの削減を達成したこと
になります。 

5　削減による利益の分配 

4　エネルギーコストの比較 
エスコ実施前と比べ、エネルギーコストは小さくな
ります。環境への負荷を減少させ、コストも削減さ
れる、エスコの効果なのです。 

3　省エネ診断に基づく省エネのための取り組み 
省エネ設備だけでなく、省エネ行動を展開すること
により、より多くのコスト削減ができます。 

2　省エネのための断熱工事、 
　　よりエネルギー消費の少ない機器への変更 

診断結果に基づき、省エネのための初期投資を行
います。 
※初期投資の費用は、エスコ事業者が負担するため、
　商店などには負担はかかりません。 

商店、営業所ごとにエネルギー環境が異なるため、
１戸１戸について診断し、最適な省エネ方法を提案
します。（エスコによる効果が上がらず、対象にな
らない場合もあります） 

1　省エネ診断 

←照明器具を省電力のものに取り替えよう 

←壁の断熱材を補充しよう 

←無駄にしているエネルギーを改善しよう 

　　　　　　　　　　　　　　　　など 

従来のエネルギーコスト 

エスコ後のコスト 

削減による利益 

削減による利益 

①商店の利益 
②初期投資費用へ充てる 
③エスコ事業者の費用 
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特別弔慰金手続き説明会 

8月23日（火） 
8月25日（木） 
8月26日（金） 
8月29日（月） 
8月30日（火） 
9月 1日（木） 
9月 2日（金） 

8月22日（月） 

松尾公民館 
山本公民館 
上郷公民館 
龍江公民館 
伊賀良公民館 
竜丘公民館 
鼎公民館 

10：00～12：00 
14：00～16：00

10：00～12：00

市役所3階会議室 

期日 時間 場所 

千代・龍江・竜丘 
川路・三穂 
松尾・下久堅・上久堅 
山本・伊賀良・鼎 

座光寺・上郷 

橋北・橋南・羽場 
丸山・東野 

市内全域 

8月29日（月） 

8月30日（火） 

8月30日（火） 

8月31日（水） 

9月 1日（木） 

13:00～16:30

 9:00～12:00 
13:00～15:00

10:30～12:00 
13:00～16:30

13:30～15:30

 9:00～12:00

龍江公民館 
1(27)3004 
鼎文化センター 
1(22)1284 

市役所上郷支所 
1(22)2540 
 
勤労者福祉センター 
1(22)7494

対象地域 場所 時間 期日 
はかりの検査日程 

10　11　12　13　14　15　16　17　18
水　木　金　土　日　月　火　水　木 

○　○　○　△　×　△　△　○　○ 

お盆の期間のくみ取りは次のとおりとなります。 

曜日 
業務 

○＝平常業務 
△＝下記にお電話いただき、音声案内にそって、携帯電話 
　　へ電話をお願いします。休日料金ですがくみ取りは行います。 
×＝くみ取りはお休みです。 

■問合せ　飯田清掃㈱  1（23）0311

飯田清掃　盆のくみ取り案内 

8月 1日b◆ 8日b 
　◆15日b◆17日d 
　22日b◆29日b 
9月 5日b◆12日b

動物園の 
休園日 

■問合せ 
動物園 

22-0416
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８/18�～24� 

■問合せ　飯田文化会館　1（23）3552　最新情報　http://www.city.iida.nagano.jp/bunkakaikan/affinis.htm 
　チケット・入場整理券は、市内各プレイガイド・公民館・市役所・上村役場・南信濃村役場・文化会館にてお求めください。 

　クラシック音楽を子ども
たちと楽しむプログラムです。
今年は内容を一新してお届
けします！ 
●あいうえオーケストラ　 
　（文化会館ホール） 
　公開リハーサル 10:30～ (開場10:00) 
　演奏会　　　　 14:00～ (開場13:00) 
　小中学生のための名曲いっぱいの演奏会。一般の方
は「公開リハーサル」をご覧いただけます。公開リハー
サルの入場整理券は各プレイガイドで配布します。入場
無料。 
●あいうえ音楽教室（飯田人形劇場） 
　13:00～13:40 
　小中学生のみ入場できます。弦楽四重奏などの演奏

者を相手に、指揮者気分を味わえるコーナー
です。 
●あいうえ親子コンサート 
※多数のお申込みをいただき、定員に達した
　ため、既に締め切りました。 

　文化会館と飯田市公民館
を会場に、管弦楽の基礎で
ある室内アンサンブルを中
心にオーケストラとマスター
クラスのセミナーを行います。 
　セミナーは講師と参加者
による研鑽の場です。聴く
人にも音楽を創造していく
現場の熱気がひしひしと伝
わってきます。いろいろな

段階の音楽創りをご覧ください。 
■聴講券　１日券 500 円、期間中有効のＰＡＳＳ券
1,000円（演奏会チケットでも聴講できます） 

　16:30～ 
　川路小学校体育館 
　親しみやすい曲目を、地元の皆さんに
間近で楽しんでいただくため、地区に出
向いて演奏します。 
地元の皆さんとのふれ
あいを演奏家たちも楽
しみにしています。体
育館いっぱいに響くす
てきな音楽をお楽しみ
ください。入場無料。 

飯田では2回の演奏会を行います。 
●飯田演奏会【1】　飯田市公民館ホール 
　8月23日（火）　開場18:30　開演19:00 
●飯田演奏会【2】　飯田文化会館ホール 

　　　　　　　　　　　8月24日（水）　開場18:30　開演19:00 
　真剣に研鑽を積んだ成果を、講師陣も加えて発表します。普段別
のオーケストラに所属しているとは思えないほど息の合った演奏は見事
です。今までには、世界初演といわれる貴重な曲を探し出してきて練
習を行ったこともあります。その分、一般になじみがない曲が演奏さ
れることもありますが、絶えずチャレンジするこの音楽祭の特徴でもあ
ります。 
■入場料　○飯田演奏会【1】【2】とも一般2,500円、 
　　　　　　大学生以下1,000円 

○【1】【2】セット券4,500円 
　全席自由。 
　好評発売中！ 

　市立病院に入院されている方、家族、
ヘルパーさんのための「ふれあ
いコンサート」や、期間中毎晩ホ
テルニューシルクロビーで講師と
参加者による即興演奏「ラップセ
ッション」が予定されています。（ラ
ップセッションの日程等はホーム
ページをご覧ください） 

8月18日（木）～24日（水） 

8月21日（日） 

8月20日（土） 

8月23日（火）～24日（水） 

第17回 
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飯田市職員採用試験 

飯
田
市
職
員 

消
防
職
員 

　
来
年
４
月
１
日
採
用
の
消
防

職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
採
用
職
種
　
消
防
吏
員
 

▼
採
用
予
定
人
員
　
若
干
人
 

▼
受
験
資
格
　
昭
和
５６
年
４
月

　
２
日
以
降
の
出
生
者
 

▼
給
与
（
高
校
卒
の
場
合
） 

　
初
任
給
１
４
３
、
３
０
０
円
 

　（
平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
）

　
ほ
か
各
種
手
当
が
あ
り
ま
す
。 

▼
第
１
次
試
験
内
容
 

　
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
作

　
文
試
験
 

▼
第
１
次
試
験
日
 

　
９
月
１８
日
a
 

▼
申
込
書
の
入
手
方
法
　
申
込

　
書
は
消
防
本
部
、
各
消
防
署

　
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送

　
で
請
求
の
場
合
は
、
１
２
０

　
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

　
の
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）

　
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
す
。 

▼
申
込
締
切
　
８
月
２３
日
c
 

▼
申
込
・
問
合
せ
 

　
〒
３
９
５
―
８
５
３
３
 

　
飯
田
市
東
栄
町
３
３
４
５
 

　
飯
田
広
域
消
防
本
部
 

　
総
務
課
　
職
員
係
 

　
1（
２
３
）
６
０
０
０
 

    http://w
w
w
.119.iida.nagano.jp

 

飯
田
市
奨
学
生 

▼
応
募
要
件
 

　
飯
田
市
に
１
年
以
上
居
住
し

　
て
い
る
方
の
、
子
や
き
ょ
う

　
だ
い
で
、
成
績
優
秀
で
健
康

　
で
あ
り
、
経
済
的
に
就
学
が

　
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

▼
貸
与
額
 

○
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
 

　
１２
万
円
（
月
額
２
万
円
） 

○
高
校
生
 

　
６
万
円
（
月
額
１
万
円
） 

※
通
常
は
１
年
分
を
年
２
回
に

　
分
け
て
貸
与
し
ま
す
が
、
年

　
度
途
中
の
た
め
、
今
回
は
半

　
年
分
の
貸
与
と
な
り
ま
す
。 

▼
募
集
人
数
　
大
学
生
な
ど
、

　
高
校
生
合
わ
せ
て
１５
人
 

▼
申
込
締
切
　
９
月
１５
日
e
 

▼
申
込
方
法
 

　
市
役
所
学
校
教
育
課
で
用
紙

　
を
受
け
取
り
、
記
入
の
上
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
せ
 

　
学
校
教
育
課
　
総
務
係
 

　
内
線
２
５
７
２
 

　
平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
予

定
と
平
成
１７
年
１２
月
１
日
採
用

予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。 

▼
試
験
区
分
　
下
表
 

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法
 

○
市
役
所
人
事
課
、
市
役
所
各

　
支
所
窓
口
で
受
け
取
り
 

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
 

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

　
先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

　
封
し
人
事
課
へ
請
求
 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

▼
申
込
方
法
 

　
次
の
書
類
を
月
〜
金
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
３０

　
分
〜
午
後
５
時
１５
分
の
間
に

　
人
事
課
ま
で
本
人
ま
た
は
代

　
理
者
が
持
参
。
郵
送
も
可
。 

○
試
験
申
込
書
 

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

　
記
載
し
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

　
た
長
形
３
号
封
筒
 

▼
申
込
締
切
　
８
月
２３
日
c
 

※
郵
送
の
場
合
消
印
有
効
 

▼
申
込
・
問
合
せ
 

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
 

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
 

　
飯
田
市
総
務
部
人
事
課
 

　
内
線
２
１
３
２
 

採用予定 試験区分 人数 
採用予定 

受験資格（詳細は試験実施要綱参照） 給与　※1
第1次 第1次 

資格及び免許 年　齢 初任給 手当 試験方法 試験日 

4月1日 
平成18年 

事務初級 1～2人 なし 以降の出生者 
昭和59年4月2日 

（短大卒） 
154,300円 
(高校卒)
143,300円 

他手当 
4.4月 

性格検査 
適性検査 
作文試験 
教養試験 

（日） 
9月18日 

保健師 1人 保健師免許取得者（※2） 以降の出生者 
昭和50年4月2日 

（大学卒） 
202,300円 

適性検査 
作文試験 
教養試験 

管理栄養士 1人 管理栄養士免許取得者（※2） 
以降の出生者 
昭和55年4月2日 

（大学卒） 
166,500円 

薬剤師 1人 薬剤師免許取得者（※2） 以降の出生者 
昭和50年4月2日 

(大学卒)
183,000円 
(3年制短大卒)
173,100円 

（女性に限る)
放射線技師 1人 （※2）の女性 

診療放射線技師免許取得者 
以降の出生者 
昭和47年4月2日 

言語聴覚士 1人  
言語聴覚士免許取得者（※2） 

以降の出生者 
昭和50年4月2日 

視能訓練士 1人 視能訓練士免許取得者（※2） 以降の出生者 
昭和50年4月2日 

臨床検査技師 1人 臨床検査技師免許取得者（※2） 
以降の出生者 
昭和50年4月2日 

12月１日 
平成17年 臨床検査技師 1人 臨床検査技師免許取得者 以降の出生者 

昭和50年4月2日 

 

※1　給与は、平成17年4月1日現在の内容です。 
※2　来春までに行われる国家試験により、当該免許を取得する見込みの方を含みます。 
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市
営
住
宅
入
居
者 

▼
募
集
す
る
市
営
住
宅
、
募
集

　
戸
数
な
ど
　
下
表
 

▼
入
居
の
資
格
 

　
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。 

○
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し

　
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

　
と
（
申
込
時
点
か
ら
３
カ
月

　
以
内
に
結
婚
す
る
方
を
含
む
） 

※
原
則
、
き
ょ
う
だ
い
で
の
申

　
込
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
１
・
２
号
市
営
住
宅
に
限
り
、

　
５０
歳
以
上
の
方
、
障
害
を
お

　
持
ち
の
方
で
障
害
の
程
度
が

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら

　
４
級
ま
で
の
方
は
単
身
で
も

　
入
居
で
き
ま
す
。 

　（
た
だ
し
、
常
に
介
護
が
必

　
要
な
方
は
、
単
身
で
入
居
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

○
風
張
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

　
申
込
時
点
で
入
居
者
本
人
お

　
よ
び
同
居
親
族
全
員
が
３５
歳

　
以
下
で
あ
る
こ
と
 

○
収
入
が
、
飯
田
市
営
住
宅
等

　
管
理
条
例
に
規
定
す
る
基
準

　
以
内
で
あ
る
こ
と
（
収
入
の

　
基
準
は
下
表
参
照
） 

○
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

　
こ
と
 

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
な
こ
と
 

○
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

　
は
、
日
本
の
在
留
期
間
が
１

　
年
以
上
あ
る
方
 

▼
申
込
方
法
 

　
飯
田
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

　
を
建
築
課
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

　（
申
込
書
は
建
築
課
に
用
意

　
し
て
あ
り
ま
す
） 

※
申
込
時
に
は
住
民
票
な
ど
の

　
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
必
ず
入
居
資
格
を
満
た
し
て

　
い
る
こ
と
を
確
認
の
上
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
選
し

　
て
も
入
居
資
格
が
な
け
れ
ば

　
入
居
で
き
ま
せ
ん
。 

※
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

　
る
方
は
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

　
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

　
建
築
課
住
宅
係
へ
。 

▼
申
込
受
付
期
間
 

　
８
月
２９
日
b
〜
９
月
９
日
f
 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
 

　
午
後
５
時
１５
分
 

※
土
・
日
曜
日
は
受
付
で
き
ま

　
せ
ん
。 

▼
抽
選
日
時
・
場
所
 

　
９
月
１４
日
d
　
午
前
１０
時
 

　
市
役
所
３
階
会
議
室
で
公
開

　
抽
選
。 

※
申
込
、
抽
選
に
は
、
本
人
ま

　
た
は
代
理
人
の
方
が
必
ず
来

　
庁
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ
 

　
建
築
課
　
住
宅
係
 

　
内
線
２
７
５
３
 

※オール電化住宅は、ガス器具が使用できません。三尋石市営住宅では給湯設備は設置していますが、電気調理器（電気コンロなど）は、
　入居する方の負担で設置することになります。 
※浴槽「無し」の住宅では、入居する方の負担で浴室に浴槽、風呂釜を設置することとなります。 
※家賃は、住宅の築年数、広さ、入居する方の収入により決定します。 
※駐車場は１世帯１台分のみ、使用料は家賃に含まれます。2台目以降は、団地外で、入居する方自身で探していただくことになります。 

松尾常磐台 
大瀬木 
山 本  
鼎切石 
座光寺 
時 又  
上郷飯沼 
上郷黒田 
大 休  
大瀬木 
上久堅 

16,900円～41,700円 

区分 団　地　名 所在地 家　　　賃 間取り 備考 浴槽 募集戸数 

19,400円～52，900円 
2，200円～20,500円 
21,400円～47,000円 

4,700円～27,300円 
12,900円～34,900円 
11,300円～35,000円 
17,200円～39,500円 
9,700円～26,700円 
44，600円～72，300円 

18,500円～40,700円 

3ＤＫ 
2ＬＤＫ～3ＬＤＫ 
2Ｋ～4Ｋ 
3ＤＫ 
2Ｋ～3Ｋ 
3ＤＫ 
3ＤＫ 
3ＤＫ 
3Ｋ 
2ＬＤＫ～3ＬＤＫ 
2ＬＤＫ 

有 
有 
無 
有 
無 
無 
有 
有 
無 
有 
有 

オール電化 

オール電化 

オール電化 
平
成
１8 
年
2
月
末
ま
で
に
空
家
と
な
る
戸
数 

１
　
号
　
市
　
営
 

2 号 
市営 
3 号 
市営 
4 号 
市営 

入居を募集する市営住宅 

北の原市営住宅  
三尋石市営住宅A・C棟 
二 ツ山市営住宅  
平 林 市 営 住 宅  
大 堤 市 営 住 宅  
長 野原市営住宅  
飯 沼 市 営 住 宅  
黒 田 市 営 住 宅  
西 の原市営住宅  
三尋石市営住宅B棟 
風 張 市 営 住 宅  

一般階層 
裁量階層 
一般階層 
裁量階層 
収入下限 
収入上限 
収入上限 

3，675，000 
4，695，000 
2,603,000 
3,311,000 
─ 
─ 
─ 

4，151，000 
5，171，000 
3,151,000 
3,823,000 
4,151,000 
9,768,000 
5,171,000

4，627，000 
5，647，000 
3,683,000 
4,295,000 
4,627,000 
10,181,000 
5,647,000

5，103，000 
6，123，000 
4,155,000 
4,771,000 
5,103,000 
10,581,000 
6,123,000

5，575，000 
6，595，000 
4,631,000 
5,247,000 
5,575,000 
10,981,000 
6,595,000

※扶養親族数は、本人を除いた人数で、税法上の扶養ではありません。 
※裁量階層とは、入居者全員が50歳以上の世帯、入居者の中に1級から4級の障害をお持ちの方が　
　いる世帯などをさします。 

収入の基準（平成16年中の給与等収入額） 
扶養親族 0人 1人 2人 3人 4人 

1号 
市営 

住 宅
区 分  

2号 
市営 
3号 
市営 
4号 
市営 

（円） 

1戸 

税目 

納期 

8月の納税 

国民健康保険税(8月分)
市県民税(2期)

8月31日(水)

納税には便利な口座振替を 
ご利用ください 
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都
市
計
画
審
議
会
委
員�

　
都
市
計
画
の
審
議
に
市
民
の

立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
資
格
�

　
飯
田
市
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
�

○
４
月
１
日
現
在
で
２０
歳
以
上

　
の
方
�

○
都
市
計
画
に
つ
い
て
関
心
の

　
あ
る
方
�

○
平
日
昼
間
に
会
議
を
開
催
す

　
る
場
合
に
も
出
席
で
き
る
方
�

※
公
務
員
の
方
は
除
く
。�

▼
公
募
人
数
　
３
人
以
内
�

▼
任
期
　
２
年
間
 
�

※
会
議
は
公
開
で
行
い
、
委
員

　
と
し
て
表
明
さ
れ
た
意
見
は

　
公
表
さ
れ
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
�

　
所
定
の
応
募
用
紙
と
、
次
の

　
テ
ー
マ
で
１
、
２
０
０
字
以

　
内
に
ま
と
め
た
作
文
を
、
管

　
理
計
画
課
へ
持
参
、
郵
送
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
作
文
の
テ
ー
マ
�

　「
飯
田
市
の
都
市
計
画
へ
の

　
提
言
」�

※
応
募
要
項
、
応
募
用
紙
は
管

　
理
計
画
課
、
各
支
所
に
用
意

　
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
締
切
�

　
８
月
２２
日
b（
消
印
有
効
）�

▼
選
考
方
法
　
作
文
の
内
容
な

　
ど
か
ら
選
考
し
、
応
募
さ
れ

　
た
方
に
は
、
９
月
初
旬
に
選

　
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
役
所
　
管
理
計
画
課

　
調
査
計
画
係
�

　
内
線
２
７
４
１
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
３
）
４
４
１
４
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
�

　ikensetu@
city.iida.nagano.jp

第5回飯田市藤本四八写真文化賞�
写真作品募集�

第5回飯田市藤本四八写真文化賞�

藤本四八氏�

第４回写真文化賞「推薦の部」�
　三好和義�

「巡る楽園：四国八十八ヶ所から高野山へ」�

写真作品募集�
第5回飯田市藤本四八写真文化賞�

写真作品募集�
第5回飯田市藤本四八写真文化賞�

写真作品募集�

りんご庁舎３階�
本町本町１丁目再開発再開発ビル�

市民サロンは自由なスペース�
作品展作品展やコンサートもＯＫ！�

りんご庁舎３階�
本町１丁目再開発ビル�

市民サロンは自由なスペース�
作品展やコンサートもＯＫ！�
☆ご利用可能な施設・時間�
　会議室　　　　午前９時00分～午後10時�
　市民サロン　　午前８時30分～午後10時�
　子どもサロン　午前８時30分～午後７時(原則)�
　インターネット利用　 午前８時30分～午後10時�
　■申込・問合せ　男女共同参画課　内線5351

■応募・問合せ　〒395-8501　飯田市大久保町2534　飯田市役所　生涯学習課　地育力向上係�
　　　　　　　　1（22）4511　内線3571　Ｅメール　shougai@city.iida.nagano.jp�
　　　　　　　　ホームページ　http://www.city.iida.nagano.jp/shougaigakushuu/

　私たちは、かけがえのない自然と、長い年月の間に培われてきた文化の中
で生きてきました。今回の飯田市藤本四八写真文化賞では、私たちを取り巻く
「環境（自然）・文化」をテーマとする作品を募集します。 (締切来年2／10）�

写真文化賞１人�
（賞金50万円、賞状、記念品）�
奨励賞　　１人（賞状、記念品）�

　藤本四八　氏�
　（写真家・日本写真家協会相談役）�
　田沼武能　氏�
　（写真家・日本写真家協会会長）�
　福島義雄　氏（写真編集者）�
　内山　節　氏（哲学者）�

「環境・文化」�

○プロ、アマを問いません。�
○モノクロ、カラーを問わず、作品は10枚以上20枚以下の組写
　真とします。応募点数の制限はありません。�
○サイズは四つ切（ワイドは不可）またはＡ４のプリントに限ります。�
○デジタル作品も可。ただし、合成・特殊効果を施したものは除き
　ます。�
○写真の制作意図、テーマについて訴えたいことなどを400字詰
　め原稿用紙３枚以内にまとめて添付してください。�

テーマ�

選考委員�

賞�

応募方法�
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三
市
合
同
企
画
第
四
十
三
回 

■問合せ　豊橋市自然史博物館　10532(41)4747　http://www.toyohaku.gr.jp/sizensi/ 
　　　　　サンテパルクたはら　10531(25)1234　http://www.ecoline.ne.jp/SantePark/

ニホンオオカミの全身骨格標本 

夏はひまわりが咲き誇るサンテガーデン 

　
渥
美
半
島
の
農
業
や
自

然
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
農

業
公
園
「
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら
」。
季
節
の
花
が
一

面
に
咲
く
サ
ン
テ
ガ
ー
デ
ン
、

地
元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産

物
を
直
売
す
る
フ
ァ
ー
ム

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
広
場
な
ど
の
ほ
か
、
毎

週
日
曜
日
に
は
引
き
馬
が

体
験
で
き
る
ポ
ニ
ー
牧
場
、

ミ
ニ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
施
設
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
夏
休
み
は
、
ぜ
ひ
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
開
場
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
。
月
曜
休
園 

（
豊
橋
市
） 

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館 

（
田
原
市
） 

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら 

　
豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
は
、
動
物
園
・

植
物
園
・
遊
園
地
・
自
然
史
博
物
館
の

４
つ
を
備
え
た
豊
橋
総
合
動
植

物
公
園
「
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
」

の
中
に
あ
り
ま
す
。 

　
９
月
11
日
�
ま
で
、
絶
滅

が
心
配
さ
れ
る
身
近
な
生
き
物

た
ち
を
紹
介
す
る
特
別
企
画
展

「
よ
み
が
え
れ
！
愛
知
の
い
き

も
の
た
ち
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
絶
滅
し
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ

ミ
の
全
身
骨
格
標
本
や
、
ト
キ
な
ど
の
実
物
標
本
な
ど
、
多
数

の
標
本
を
展
示
し
ま
す
。 

▼
開
館
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
園
は
午
後
4
時

ま
で
）
月
曜
休
館
。
た
だ
し
8
月
15
日
は
開
館
。 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

実
践
講
座 

男
性
の
た
め
の 

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ 

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

入
門
教
室 

　
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

方
法
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
含

め
た
体
の
手
入
れ
な
ど
、
運
動

の
方
法
や
効
果
を
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
学
び
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
 

　
概
ね
６４
歳
以
下
の
方
で
、
昨

　
年
こ
の
教
室
に
参
加
し
て
い

　
な
い
方
 

▼
日
時
 

　
９
月
８
日
e
〜
１２
月
１５
日
e

　
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
 

※
９
月
２２
日
、
１１
月
３
日
、
１２

　
月
８
日
を
除
く
。 

▼
場
所
 

　
松
尾
総
合
運
動
場
 

▼
募
集
人
数
 

　
３０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
締
切
 

　
８
月
３１
日
d
 

▼
申
込
・
問
合
せ
 

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係
 

　
内
線
５
５
１
８
 

　
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
っ
た
運
動

や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
通
し
、
健

康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
筋

力
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
 

　
概
ね
６４
歳
以
下
の
男
性
で
、

　
昨
年
こ
の
教
室
に
参
加
し
て

　
い
な
い
方
 

▼
日
時
 

　
９
月
１３
日
c
〜
１２
月
１３
日
c

　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
 

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分
 

※
１０
月
１１
日
、
１１
月
２２
日
を
除

　
く
。 

▼
場
所
 

　
市
役
所
３
階
会
議
室
 

▼
募
集
人
数
 

　
３０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
締
切
　
８
月
３１
日
d
 

▼
申
込
・
問
合
せ
 

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係
 

　
内
線
５
５
１
８
 

   　
聴
覚
障
害
者
を
講
師
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
学
び
ま
す
。
あ
な
た
も
手

話
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
 

　
９
月
１
日
e
〜
２９
日
e
の
毎

　
週
木
曜
日
 

○
昼
の
部
　
午
前
１０
時
〜
正
午
 

○
夜
の
部
　
午
後
７
時
〜
９
時
 

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
 

▼
定
員
 

　
昼
・
夜
の
部
い
ず
れ
も
２０
人
 

▼
申
込
締
切
 

　
８
月
１９
日
f（
先
着
順
） 

▼
問
合
せ
 

　
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1（
５
３
）
３
１
８
２
 

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱

い
を
含
む
救
命
法
を
学
び
ま
す
。 

▼
日
時
　
９
月
１１
日
a
 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
 

▼
場
所
　
飯
田
広
域
消
防
本
部
 

　（
飯
田
市
東
栄
町
３
３
４
５
） 

▼
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
方
法
 

　
飯
田
・
伊
賀
良
・
高
森
・
阿
南

　
消
防
署
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
受
付
期
間
　
 

　
８
月
１９
日
f
〜
９
月
６
日
c
 

▼
問
合
せ
 

　
飯
田
消
防
署
 

　
1（
２
２
）
０
１
１
９
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8月31日(水) 
午後7時～ 

9月14日(水) 
午後7時～ 

9月28日(水) 
午後7時～ 

10月12日(水) 
午後7時～ 

10月15日(土) 
午後1時～ 

10月26日(水) 
午後7時～ 

11月9日(水) 
午後7時～ 

11月24日(木) 
午後7時～ 

～伊那谷の自然と文化　～ 

■企画・運営　　市民大学講座運営委員会 
■場　　　所　　飯田市公民館（第5回のみ美術博物館） 
■受　講　料　　1,000円　（資料代、美博の観覧料を含む。第1回目に集金します） 
■申 込 締 切　　8月12日(金)

■申込・問合せ　飯田市公民館　　1（22）1132　ＦＡＸ（22）1022 
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　iccc01@city.iida.nagano.jp

　飯田市公民館では、郷土の人を知り、歴史を学ぶことを目的に、市民大学講座を開講し
ます。大勢の皆さんの申し込みをお待ちしています。 

飯田地方に発生した被害地震から 
～当地方で警戒すべき地震災害～ 

霜月祭と立願 
～神・人・ムラのよみがえり～ 

飯田が生んだ歴史学者 
古島敏雄の人と学問 

飯田城主堀親　・堀親義の活躍と 
歴史上から消された謎 

美術博物館特別展 
「中世信濃の名僧」観覧 

ひと・むし・たんぼ 
～伊那谷の田んぼに暮らす生き物たち～ 

伊那谷の郷土美術のあゆみ 
 
養蚕が 
私たちの暮らしに与えてきたもの 

美術博物館顧問 
　　　　松島　信幸　氏 

美術博物館学芸員 
　　　　桜井　弘人　氏 

歴史研究所研究員 
　　　　多和田　雅保　氏 

南木曽町立蘭小学校校長 
　　　　鈴川　　博　氏 

美術博物館学芸員 
　　　　織田　顕行　氏 

美術博物館学芸員 
　　　　四方　圭一郎　氏 

郷土史研究家 
　　　　原　　彰一　氏 

歴史研究所研究員 
　　　　鬼塚　　博　氏 

1 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6 
 
7 
 
8

回 講　　　師 内　　　容 日　　時 

ちか しげ ちか のり 

　
ガ
イ
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障
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を
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ち
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方
の
自
立
や
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会
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た
め
に
、
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出
時
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支
援
を
行
う
方
で
す
。 
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格
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月
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・
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日
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飯
田
女
子
短
期
大
学
 

▼
受
講
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０
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　（
テ
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▼
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込
者
多
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の
場
合
は
選
考
あ
り
） 

▼
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り
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い
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定
の
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込
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を
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て
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だ
さ
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教養文化講座 （10～12月） ◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.iidanet.or.jp/̃sunhills
◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。 

講座名 内　　　　　　　　　容 開講日 時間 定員 受講料 教材費 

講座名 内　　　　　　　　　容 開講日 時間 定員 

講座名 内　　　　　　　　　容 開講日 時間 定員 

受講料 教材費 

入門コース 
パソコン 午後 火・金 ＰＭ　1：30～3：30

(最小10） (全20回） 
各20人 23,100円 

2,000円程度 
夜間 月・水 ＰＭ　6：30～8：30

活用コース 
パソコン 午後 月・水 ＰＭ　1：30～3：30

夜間 火・金 ＰＭ　6：30～8：30

英会話 
午後 火 ＰＭ　1：00～2：30

各20人 15,750円 な　　し 
夜間 水 ＰＭ　7：00～8：30

トールペインティング 午後 水 ＰＭ　1：00～3：00 10人 12,600円  

1作品2,000円 
程度（道具代 
5,000円程度） 

教養文化講座 （10～3月） 

茶　道 
表千家 
日本古来の伝統文化を楽しみましょう 夜間 

第1・2・3火 ＰＭ　7：00～8：30
各10人 12,600円 実　　　費 

第1・2・3金 ＰＭ　7：00～8：30

華　道 
午後 第1・2・3金 ＰＭ　2：00～3：30

各15人 12,600円 実　　　費 
夜間 第1・2・3火 ＰＭ　7：00～8：30

着　付 
午後 第1・2・3月 ＰＭ　2：00～3：30

各10人 12,600円 実　　　費 
夜間 第1・2・3月 ＰＭ　7：00～8：30

書　道 毛筆書道を初歩から学びます 
午後 

第1・3火 ＰＭ　2：00～3：30
各15人 8,400円 1,200円 第2・4月 ＰＭ　2：00～3：30

夜間 第2・4水 ＰＭ　7：00～8：30

水墨画 水墨画、墨彩画を、実物を見て初歩から学びます 
午後 第1・3水 ＰＭ　2：00～3：30

各15人 8,400円 1,200円 
夜間 第1・3水 ＰＭ　7：00～8：30

フラワーアレンジメント 
午後 第2・4月 ＰＭ　2：00～3：30

 12,000円 実　　　費 
夜間 第2・4火 ＰＭ　6：30～8：00

健康増進講座 （シェイプアップクラスのみ10～12月。その他は１カ月単位月々更新） 
受講料 

週1回コース 週2回コース 

（初級者コ-ス） 
水　　　　泳 泳げない人でも大丈夫、無理なく効果的な指導で 

泳げるようになります。健康作りにも最適です 

午前 火 

各18人 

4,200円 
1カ月 

6,300円 
1カ月 

午後 
金・土 ＰＭ　 1：30～2：30
水 ＰＭ　 2：00～3：00

夜間 
火 ＰＭ　7：30～8：30
水・土 ＰＭ　 7：00～8：00

（中・上級コ-ス） 
水泳 

泳力向上のクラスです 午後 土 ＰＭ　 3：00～4：00

リフレッシュクラス 
午前 金 

各18人 
午後 月 ＰＭ　 2：00～3：00

アクアシェイプ 
午前 水 ＡＭ 11：00～12：00

ＡＭ 11：00～12：00

ＡＭ 11：00～12：00

各20人 
夜間 

月 ＰＭ　 7：00～8：00
金 ＰＭ　 7：30～8：30

コーディネーション 夜間 
月 ＰＭ　8：00～9：00

各18人 
金 ＰＭ　 6：30～7：30

アクアビクス 
午後 火 ＰＭ　 2：00～2：30

各30人 

3,675円 
1カ月 

夜間 水・土 ＰＭ　 8：10～8：40

エアロビクス 
午前 金 AＭ １0：30～11：30

各30人 午後 水 ＰＭ　 1：30～2：30
夜間 月・火・水 ＰＭ　 7：30～8：30

水中健康体操 負担の少ない水中体操、リハビリ目的にも最適です 午後 火及び金 ＰＭ　 2：40～3：10 40人 
1カ月　　4,200円 
月6回まで受講可 

シェイプアップクラス 午後 火 ＰＭ　 2：00～3：00 30人 
9,450円 
3カ月分で 

ウオーキング 
フィットネス 午後 金 ＰＭ　2：00～3：30

制限なし １カ月　　3,150円 
夜間 金 ＰＭ　 7：00～8：30

練功十八法 
花架拳＆ 午後 水 ＰＭ　 3：00～4：15 10人 1カ月　　4,200円 

※　健康増進講座受講料は3カ月分まで前納が可能です。 

基本的な文書作成と編集、簡単な表計算とグラフ
作成をします 

エクセルの便利な関数を学びます 
デジカメデータ、住所録から年賀状を作成します 

「これから英会話をはじめたい人コース」と「中級
コース」を選択し、楽しく英会話を学びます 

家具、小物などの生活用品に、絵を描いたり飾り
をつけたりしてステキな作品を作りましょう 

和服（普段着）の着方、いろいろな帯の結び方を
学びます 

お花と心をつなぎ、あなたのオアシスを見つけましょ
う　池坊　 

たくさんの花を上手に飾る方法や、花束作りを学
びます 

各10人 
（最小3)

アクアビクス（ヌードル使用）30分＋水泳30分の
バランスの良いプログラムです 

体力に自信のない方や、肩こり、腰痛、股関節・膝痛
でお悩みの方でも安心して参加できます 

熟年初心者、体力不足の方限定コースです 
水中歩行から泳ぎに無理なく進めいていきます 

水中でのエアロビクスです。短時間でシェイプア
ップに効果的なプログラムです 

リズムに合わせておもいっきり身体を動かし、気
持ちよく汗を流しましょう 

シェイプアップ効果の高い有酸素運動と筋力トレ
ーニングを組み合わせて行います 

中国の武術に基づき、花のように美しく舞う健身
術です。古曲にのって心身をゆったりと動かして
いきます。 

ストレッチ+筋力トレ－ニング+ウオーキングの
プログラムです。講師は元オリンッピク選手の酒
井浩文氏です 

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集 サンヒルズいいだ各種講座受講生募集 
10月からの講座の受講生を9月１日（木）から募集します。（定員になり次第締め切ります） 
働いている方ならどなたでも受講できます。初めての方もお気軽にご参加ください。 

◆開講場所・問合せ　　サンヒルズいいだ　　　　1（26）7090

※　飯田勤労者共済会の会員の方は、年１回に限り受講料の半額（2,625円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。 
※　受講者が極めて少ない場合は、開講しません。受講の状況で、曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。 
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究
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と
し
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教
育
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し
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域
社
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転
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主
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島
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９
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）
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飯
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町
（
現
飯
田
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出
身
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農
業
史
学
者
で
す
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飯
田
・
下
伊
那
の
史
料
を
用
い
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多
く
の
歴
史
研
究
を
発
表
し
、
戦
後

歴
史
学
の
重
要
な
土
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を
築
き
ま
し
た
。�

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
古
島
敏
雄
の
没
後
１０ 

年
に
あ
た
る
今
年
度
、
彼

の
業
績
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振
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返
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つ
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そ
こ
か
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未
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地
域
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構
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を
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皆
さ
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と
も
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考
え
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思
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古
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史
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済
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を
中
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に
す
ぐ
れ
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研
究
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々
と
発
表
し
、
戦
後

の
日
本
歴
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学
の
土
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築
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し
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そ
の
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島
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古
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、
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那
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史
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多
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ま
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深
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く
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著
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市
村
咸
人

（
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古
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の
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学
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ま
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、
平
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清
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7
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多
く
の
優
れ
た
歴
史
家

と
も
交
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深
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飯
田
・
下
伊
那
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豊
か
な
文

化
的
土
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が
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古
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学
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成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の

で
す
。�

　
古
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実
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史
料
を
て
い
ね
い
に
分
析
し
て

歴
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い
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も
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と
も
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や
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通
し
た
研
究
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一
方
で
古
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は
、
東
京
大
学
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一
橋
大
学
な
ど
の
教
授
と
し
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多
く
の
研
究
者
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育
て
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偉

大
な
教
育
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た
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現
在
、
飯
田
・
下
伊
那
で
は

地
域
社
会
の
あ
り
方
の
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
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歴
史
研
究
所
で
は
、
古
島
敏

雄
没
後
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年
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い
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に
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彼
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地
域
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課
題
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つ
け
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き
た
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ま
す
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古
島
敏
雄�

飯田町（現飯田市）生まれ�
�
飯田小学校浜井場部入学�
�
長野県立飯田中学校に入学�
第八高等学校を経て�
�
東京帝国大学農学部農業経済学科卒業�
�
『日本農学史 第1巻』により、農学博士の
学位を取得�
�
東京大学農学部教授�
のち一橋大学経済学部教授を併任�
�
東京大学農学部長�
東大退官後、専修大学教授�
�
８月２９日、不慮の火災により百合子夫人と
ともに死去。83歳。�

古
島
史
学�

知
っ
て
い
ま
す
か
？�

を�
1912（明治45）�

1918（大正７）�

1949（昭和24）�

1959（昭和34）�

1995（平成７）�

略歴�

『日本歴史』567号�
（1995年８月）より転載�

1924（大正13）�

1936（昭和11）�

1968（昭和43）�

　
古
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は
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涯
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数
多
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著
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を
遺
し
ま
し
た
。�

　
主
な
も
の
は
『
古
島
敏
雄
著

作
集
』
全
10
巻
（
東
京
大
学
出

版
会
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
こ
れ
ら
著
作
の
中
で
も
、
次

の
三
点
は
、
飯
田
・
下
伊
那
の

史
料
を
素
材
と
し
、
農
業
を
中

心
に
商
工
業
・
交
通
・
都
市
産

業
な
ど
に
も
目
を
向
け
た
重
要

な
地
域
研
究
で
す
。�

『
徭
役
労
働
制
の
崩
壊
過
程
』�

（
１
９
３
８
年
　
著
作
集
第
１
巻
）�

『
近
世
日
本
農
業
の
構
造
』�

（
１
９
４
３
年
　
著
作
集
第
３
巻
）�

『
信
州
中
馬
の
研
究
』�

（
１
９
４
４
年
　
著
作
集
第
４
巻
）�

　
ま
た
、
次
の
三
点
は
、
土

地
、
道
具
、
記
憶
と
い
っ
た

人
々
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た

歴
史
を
、
す
ぐ
れ
た
観
察
力
で

描
い
た
も
の
で
す
。�

『
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
』�

（
１
９
６
７
年
　
岩
波
書
店
）�

『
子
供
た
ち
の
大
正
時
代
』�

（
１
９
８
２
年
　
平
凡
社
）�

『
台
所
用
具
の
近
代
史
』�

（
１
９
９
６
年
　
有
斐
閣
）�

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
一
読

く
だ
さ
い
。
今
年
度
歴
史
研
究

所
で
は
、
こ
れ
ら
の
読
書
会
を

計
画
す
る
ほ
か
、
左
記
研
究
集

会
、
ア
カ
デ
ミ
ア
な
ど
、
古
島

敏
雄
関
連
の
企
画
に
取
り
組
み

ま
す
。
計
画
は
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
、
お
楽
し
み
に
。�

ふ
る
し
ま
と
し
　
お�
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※会場の出入りは自由ですので、興味のある報告のみ参加する�
　ことも可能です。�

※プログラムは都合により変更になる場合が�
　あります。�

休 

憩
・
昼 

食�

「古島史学」を通じて、地域の未来を考えます�

古島史学との出会い�

山口 啓二（近世史研究者）�

記念講演�

教育者としての古島先生�
岩本 純明（東京大学大学院教授）�

吉田ゆり子（東京外国語大学教授）�
原　 彰　一（郷土史家）�

コメント�

飯田市歴史研究所�

8月28日（日）研究報告会�

8月27日（土）シンポジウム�

●期間中会場内ではさまざまな催しを行っています。
講演や報告の合間にお楽しみください。�

　・パネル展示「古島敏雄の足跡」�
　・アートパフォーマンス　　池上純子　�
　・ミニコンサート27日桜井絵美（ピアノ）�
　　　　　　　　　28日飯田交響楽団（弦楽四重奏）�
　・書籍販売�

●歴史研究所研究員会議を、一般公開で行います。�
　▼日時　8月27日（土）　午前9時～正午�
　▼会場　りんご庁舎　3階会議室�
　※事前のお申込は不要です。�

午前9時30分～午後5時30分�

午後1時～5時�

飯田市地域史研究集会�

報　　告�

古島敏雄の人と学問�古島敏雄の人と学問�

会　場　追手町小学校講堂�
500円（2日間、資料代）�
※高校生以下無料�

電　  話　 （53）4670�
ホームページ　http://www.city.iida.nagano.jp/iihr/�
メールアドレス　iihr@city.iida.nagano.jp

伝えよう久堅和紙の伝統を�
下久堅小学校6年生�

図書館資料を物語る�
特殊資料を市民へどのように提供するか

飯田市立中央図書館　司書�
滝本　慈宗�

近世下伊那における農書の世界�
森本家「農業雑記」の紹介

飯田市歴史研究所　研究員�
多和田 雅保�

戦後の南信三地域の製造業の立地�
関連と最近の海外直接投資の動向�

山口 通之�

飯田市美術博物館�
学芸員�

織田 顕行�

明治9年　士族から見た飯田�
東京大学大学院�
江下 以知子�

飯田市歴史研究所�
調査研究員�

本島 和人�高度成長期下伊那の離農・離村過程�
工場誘致と三六災害

昭和期、敗戦までの思想的変遷
それからの羽生三七� 橋部 進�

歴研ゼミナール�
近現代史ゼミ�

中世の日中交流と伊那谷の禅僧�
異国文化の紹介者たち

信濃史学会�
事業部役員�

参 加 費 �

すみこ�

■問合せ�

� 2005.8.1［広報いいだ］�
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ  　1(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080　ＦＡＸ(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

（親子参加）�
8月17日d　午前の部　9：00～11：00�
　　　　　 午後の部　13：00～15：00�

8月20日g　9：00～11：00�
（成人講座）�

8月24日d　9：00～11：00�
　持ち物：カメラ�

（定員15人）�
8月27日g　9：00～17：00�
　持ち物：弁当、ぬれてもよい服、着替え、　
　　　　交通費500円�

9月3日g　9：00～11：00�

9月3日g　16：30～17：30�
（成人講座）�

9月7日d　9：00～11：00

これからの講座予定�
持ち物：筆記用具、水筒�

＜Pick　Up＞�

　10:30～13:00�
　持ち物：エプロン�
※材料費100円～200円。�
▼竹のコップ作りとアイスチャイ�
　8月13日g�
▼日本のおやつシリーズ①�
　白玉ぜんざい�
　8月28日a�
▼世界のおやつシリーズ④�
　ポップコーン�
　9月11日a

　10:00～12:00、13:30～15:00�
　無料�
▼染め紙�
　8月14日a�
　涼しい色に紙を染めてお盆を飾
りましょう。�
▼はりこのボール�
　8月20日g�
▼牛乳パック船�
　8月21日a

　毎週日曜日�
　13:00～13:30�
　場所：ふくろう文庫�

　毎週土・日曜日�
　10:00～12:00、13:30～15:00�
　場所：おいで館�
※8/13・14はお休み。�

▼土分解�
　9月4日a　13:30～15:00�
　集合場所：なかまの館�
土を分解して中からきれいな石を
取り出そう！�

　8月27日g（雨天28日aに延期）�
　19:00～21:00　定員：親子20組�
　木星の4つのガリレオ衛星が1列に並
んでいるようすや、時間とともに位置関
係が変化するようすをみてみよう！ガ
リレオは、これらの衛星の観測結果から
地動説を確信したんだ！後藤道夫先生
がいろいろ教えてくれるよ！�
※参加申し込みは公園事務局まで。�

▼ねんどでつくる水族館�
　9月3日g�
　10:00～12:00、13:30～15:00

「染め紙」風景�

　5月に植えたサツマイモをみんなで収穫し、頂きます。
また、春から活動してきたかわらんべ子ども研究員の
みんなが、その成果を発表します。�
　さ～て、どんな話が飛び出すのでしょうか？�

9月10日g　9：00～13：00�
　持ち物：筆記用具、水筒、軍手�

ほ
く
ほ
く
の
焼
き
芋�

　　かわらんべのメールマガジン�
　『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　登録はホームページから�
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ほっとらいんＩＩＤＡ オフトーク通信 
ほっとらいんＩＩＤＡ 

ラジオ 

■広報いいだの風 
○飯田市からのお知らせ 
　  7：10～  7：30 
　12：10～12：30 
　17：10～17：30

■かざこし歳時記 
○飯田市企画番組 
　月曜日～金曜日 
　11：20～11：50

テレビ 

インターネット 
http://www.city.iida.nagano.jp/

チャンネル 

お知らせ 
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30
お知らせ再送 
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55 
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。 

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

1チャンネル 

2チャンネル 

3チャンネル 

4チャンネル 

内容・時間 

■テレビ広報 
○飯田市の政策や行事などを紹介します。 
　 9月の番組は「地域防災計画」の予定です。 

■市民だより 
○市からのお知らせをお届けします。 
　毎日　7：20　9：20　12：20　18：20　20：20　23：20

2
いいだＦＭ 
76.3ＭＨｚ 

飯田ケーブルテレビ 

 9月19日～25日   　9：30～　18：30～　20：30
放送日　　　　　　　　 　 放送時間 

■問合せ　情報推進課　内線2125

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行ってい 
　ます。お問い合わせください。 

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT） 

市のホームページ 

チャンネル 

「かざこし歳時記」9月番組表 
放送曜日 
 
 

月曜日 
 
 
 
 

火曜日 
 
 
 
 

水曜日 
 
 
 
 

木曜日 
 
 
 
 

金曜日 

番　組　名 内　　　容 
いいだの旬 
公民館リレー 
広報いいだの紹介 
さわやか健康 
くらしと環境 
市役所情報 
ピックアップ飯田 
ニュースイン119 
市民の安全110番 
消費生活メモ 
保育園だより 
本の散歩道 
伊那谷の自然 
伊那谷の歴史 
ふれあい福祉 
小学校だより 
元気ママ 
サークル紹介 
大好き農業 
いきいきライフ 
中学校だより 
観光情報 

いいだ、文化の窓 
［文化会館・美博 
  図書館情報］ 

１週間の市内の話題を取材し紹介 
川路公民館の活動を紹介 
「広報いいだ」１日号の内容説明 
健康に関しての番組 
環境保全活動の紹介 
市役所各課からの広報 
月を振り返って、市の行事を取材し紹介 
消防署と消防団による消防広報 
安全に関する情報広報 
消費生活に関する情報番組 
羽場・飯田仏教・飯田中央・飯田子供の園保育園の紹介 
本の読み聞かせ 
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介 
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット 
ボランティア・催し物・行事など紹介 
下久堅・龍江・上郷・座光寺・伊賀良小学校の紹介 
伊賀良公民館のママさんグループを紹介 
東野公民館のグループやサークルを紹介 
農業に関係した活動や、事業を紹介 
いきいきと暮らす高齢者などを紹介 
竜峡・飯田西・旭ヶ丘・飯田東・竜東中学校の紹介 
飯田の観光情報の紹介 
文化会館の事業の紹介 
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介 
図書館の行事や話題の本などの紹介 

第何週 
毎週 
1 
2 
3 
4 
毎週 
1 
2 
3 
4 
毎週 
1 
2 
3 
4 
毎週 
1 
2 
3 
4 
毎週 
1 
2 

4 
 

〜 

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。 市長の留守番電話 

場　所 相談名 日　時 問合せ 場　所 相談名 日　時 問合せ 

教 育 相 談  

行 政 相 談  

結 婚 相 談  

子 育て相 談  

こころの相談日 

障害をお持ち
の 方 また は  
ご家族の相談 

かけこみ教育相談 

法 律 相 談  
（現在係争中のものは除く） 

ボランティア相談 

悩みごと 

法律相談 

特 別  

一 般  

毎週月～金曜日 
９:００～１７:００ 

８月９日（火） 
１３:００～１６:００ 

８月９日（火） 
８月２３日（火） 
１３:３０～１６:００ 

８月７日（日） 
８月２１日（日） 
１３:３０～１６:３０ 
受付１５:００まで 

毎週月～金曜日 
９:００～１７:００ 

毎週月～土曜日 
９:００～１７:４５ 

（第１水曜日は１７：１５まで） 

毎週月～金曜日 
９:００～１７:００ 

８月１６日（火） 
１３：３０～１６：３０ 

毎週火曜日 
１３:００～１６:００ 
受付１５：００まで 

毎週月～金曜日 
９：００～１７:００ 

毎週月～金曜日 
９：００～１７:００ 

毎週月～金曜日 
９：００～１８:００ 

８月１９日（金） 
１３：００～１７：００ 

９月２６日（月） 
１０：００～１５：００ 

さんとぴあ飯田 

教育委員会棟 
３ 階  

りんご庁舎３階 

さんとぴあ飯田 
（福祉会館・東栄町） 
※本人の相談が原則 
写真1枚が必要 

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター） 

りんご庁舎２階 

りんご庁舎３階 

さんとぴあ飯田 

市役所本庁２階 

さんとぴあ飯田 

さんとぴあ飯田 

社会福祉協議会
1５３-３１８０ 

飯田中央保育園
1２２-４１３３ 

ハーネット・いいだ 
1５６-４４７４ 

庶務課 
内線  ２１１１ 

家庭児童相談 
（電話でも可） りんご庁舎２階 

市 役 所  
保健センター 

保健課 
内線５５１５ 
（予約制） 

子育て支援室 
内線５３４８ 

毎週月～金曜日 
９：００～１７：００ 

教 育 相 談 室  
内線３５８１ 

専用電話（FAX兼用） 
1５３-８７３０ 児童課 

内線５３４７ 

税務課 
内線５１４１ 

社会福祉協議会 
1５３-３１８０ 

社会福祉協議会 
1５３-３１８０（予約制） 

社会福祉協議会 
1５３-３１８０ 

男女共同参画課 
内線５３５１（予約制） 

女
性
の
た

め
の
相
談 

心
配
ご
と
相
談 

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。 各種相談所 

消 費 者 相 談  

税 務 相 談  

高齢者福祉相談 

毎週月～金曜日 
９:００～１７:００ りんご庁舎３階 

りんご庁舎２階 

男女共同参画課
内線５３５２ 

基幹在宅介護 
支援センター 
内線５３８４ 
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。 古紙配合率100％白色度70％の再生紙 
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上村無形民俗文化財 

悲恋の唄　正調「絵島」（せいちょうえじま） 
 
絵島は江戸時代の大奥女中。歌舞伎役者とのスキャンダルに
よって、高遠藩（現高遠町）に流罪となり、その地で果てました。
これを哀れんだ江戸庶民の間で絵島唄（絵島節）が流行し、
現在では上村上町の盆踊りに、唄い踊り継がれています。 

●開館時間 午前9時～午後6時（最終日9／4は4時まで） 

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 

●観 覧 料 一般500円、高校生・大学生300円、 

 小中学生無料 

展示期間 8月28日A～9月4日A

●
美
術
博
物
館 

1（
2
2
）8
1
1
8

長野県美術展 第58回 

9月11日A　開演14：00 
飯田文化会館ホール 

10月25日C　開演19：00 
飯田文化会館ホール 

親子のためのクラシックコンサート 
「音楽の絵本」 

ロマンティック・ショパン 
マウリツィオ・バリーニ　ピアノリサイタル 

　英雄ポロネーズ、革命などすべてショパンのプログラムで
お届けします。 
チケット価格●先行発売：2,000円（8／１～31まで） 
（全席自由）　文化会館のみでの取り扱いとなります。 
　　　　　　●一般発売：2,500円（9／１～） 
　　　　　　　文化会館ほか各プレイガイドで発売 
先行発売にてぜひお買い求めください！ 

主な演奏曲目　○となりのトトロ 
　　　　　　　○踊り明かそう 
　　　　　　　○翼をください　ほか 
チケット価格●大人：2,500円●中高生：1,000円 
（全席自由）●子ども（3歳～小学生）：500円 
　　　　　　※3歳未満でも座席が必要な場合は子ども料金 
チケット好評発売中！ 

 

　長野県在住、あるいは出身者による公募

展「県展」を開催します。 

　日本画・洋画・彫刻・工芸の４部門、約

1000 点の応募作品の中から厳選された600

点の入選作品を展示します。今年は、飯田

が県内最初の展示会場となるため、会期の

前に数日間かけて審査も行われます。 

　県内の美術家のお祭りでもある「県展」、

多くの優れた作品が美術博物館を彩ってくれる

ことが期待されます。 

昨年の県展会場風景 


